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Ⅰ．序及び目的

近年、家族の食卓の状況が、変化してきている。子どもたちは、日常の食卓で家族のメンバー

とのきわめて具体的なやりとりの中から、ものの考え方、価値判断、ものごとへの対処のしかた、

態度など、人として生きていく技術の基本を身につけていく。しかし、外見は普通の家庭である

のに、コミュニケーションの内容が貧しくて心にひずみをもたらす家族の状況をもつ家庭が少な

くない（室田 １９９６）。

また、メディアで「いじめ」の問題が報道されている。鈴木（２００３）の行った調査によると、

食生活の一番悪いグループのいじめ率は男子で４０％、女子では１７％、他のグループと比べると際

だって多くなっている。食生活の内容が悪くなると、心が不安定になる。それがいじめに結びつ

き、いじめるという行為によって、「うっぷん晴らし」をやっているのではないかと思われる。

そして、いじめられることによって自殺をする子どももいる。川崎（２００１）は、心安らぐ食卓で

家族と頻度高く食事をする事で家族との統合感が強められ「自殺念慮」が抑制されていると指摘

している。

平成１７年に食育基本法が成立し、食教育の重要性が叫ばれている。核家族化や、女性の社会進

出で、家庭環境は変わり、食事のとり方、食事の質などが大きく変化してきている現在、食生活

の現状を調査し、見直す必要がでてきた。

本研究では、児童・生徒の食生活、特に食事状況における児童・生徒の友人関係のあり方に及

ぼす影響について検討する。
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Ⅱ．定義

１．食事の状況

本研究では、家庭と学校での食事の状況について以下の観点で検討した。

（１）食物の好き嫌いの程度（２）共食状況（３）食卓の雰囲気（４）食事中の会話の程度

２．友人関係

中澤（２０００）によると、対人関係のうち、年齢が近く興味・関心をともにする者との関係を仲

間関係（peer relation）とよぶ。また仲間関係のなかでも、とくに特定の人物との、好感をもちお

互いを心理的に支え合う親密な関係を友人関係（friendship）とよぶ。本研究では、調査対象者

である小学校高学年と中学生にとって重要な関係と思われる「仲間関係・友人関係」を合わせて

友人関係とした。

Ⅲ．方法及び手続き

１．調査対象者

調査をＦ県内の小学校、中学校１校ずつに依頼した。Ｆ市内のＮ小学校５年生の児童４８名、６

年生の児童４８名、Ｆ市内のＳ中学校の１年生の生徒６４名、２年生の生徒６０名、３年の生徒７４名、

計２９４名を対象にアンケート調査を行った。回収率は９６．９％、有効回答率は８６．２％であった。

２．調査紙の構成

学年、性別、食事の状況に関する質問と、友人関係についての質問とを組み合わせた。

なお、アンケートで、特に友人関係に関する質問に無回答が多くみられたが、質問の文章が分

かりにくかったため書けなかったところや、質問内容がプライベートなことなので答えたくなか

ったところがあったと考えられる。したがって、検定を行う際は、無回答は欠損値として処理し

た。

３．手続き

小学生には『小学生の生活についてのアンケート』、中学生には『日常生活に関するアンケー

ト』という自己記入式の質問紙を用いた。共同研究者と、各学校の校長先生、教頭先生との打ち

合わせを経て、担任の先生を通し、小学校は２００６年１１月１７・２０日に、中学校は２００６年１１月９～１６

日に実施した。調査するクラスの決定は各学校で行われ、我々は関与せず、また、教示もしてい

ない。プライバシー保護のため、氏名や名簿は一切使用せず回収した。

分析には、SPSS１１．０for windows を使用した。
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Ⅳ．結果及び考察

２０項目の質問項目を用いてクラスタ分析を行ない、大規模ファイルのクラスタ分析で３つのク

ラスタに分類した。その後、クラスタ分析でグループ分けされた各群が、どのような特徴を持つ

かを調べるため、因子分析を行った。因子の抽出には主成分分析を用いた。因子数は、固有値１

以上の基準を設けた。プロマックス回転を行った結果の因子パターンをそれぞれ第１グループは

表１、第１グループの因子相関行列は表２、第２グループは表３、第２グループの因子相関行列

は表４、第３グループは表５、第３グループの因子相関行列は表６に示した。

表１ 友人関係第１グループの因子分析

初期の分散の説明率 ６７．１％

表２ 第１グループの因子相関行列
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第１グループでは、第４因子の「受けることを言う」、第６因子の「狭く深いつきあいをする」、

第８因子の「かばいあう」などに対して負荷量が高く、内面的な友人関係を求める「友人思い」

の因子をもつグループとした。

第２グループでは、第２因子の「しらけさせないようにしている」、第７因子の「誰とでも友

達になれる」、第８因子の「悩みをいわない」などに対して負荷量が高く、人からの評価などに

気をつかう「気づかい」の因子をもつグループとした。

第３グループでは、第１因子の「けんかしないようにする」、第３因子の「友だちといても別々

のことをしている」、第７因子の「相談を受ける」などに対して負荷量が高く、互いに傷つかな

いよう表面的な友人関係を求める「防衛」の因子をもつグループとした。

表３ 友人関係第２グループの因子分析

初期の分散の説明率 ６４．３％

表４ 第２グループの因子相関行列
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以下、児童・生徒の食生活と児童・生徒の人間関係のあり方について検討した。

１．友人関係と性別

図１は、友人関係と性別の割合を集計したものである。

これらから、「防衛」、「友人思い」は男性が多く、「気づかい」には女性が多いことがわかる。

この結果を踏まえ、x２検定を行なった結果、人数の偏りは有意であった（x２（２）＝１７．４ p＜．０１）。

表５ 友人関係第３グループの因子分析

初期の分散の説明率 ６２．９％

表６ 第３グループの因子相関行列
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落合ら（１９９６）は、友だちとのつきあ

い方の男女別の特徴を検討し、友だちと

のつきあいには性差があることを明らか

にした。また、長沼ら（１９９８）は、青年

期の男子は、同性の友達とは親密という

より内面を隠した分離したつきあい、い

わば防衛的なつきあい方をしていると述

べている。本研究では、これらの先行研

究と整合していることがわかった。

２．友人関係と食物の好き嫌いの程度

図２は、友人関係と食物の好き

嫌いの程度の割合を集計したもの

である。

これらから、「防衛」に好き嫌

いが多いと答えている子どもが多

く、「友人思い」に好き嫌いがほ

とんどないと答えている子どもが

多いことがわかる。この結果を踏

まえ、x２検定を行なった結果、

人数の偏りは有意であった（x２（４）

＝１０．０ p＜．０５）。

こういった背景には、食事の際、家族でコミュニケーションがとれている場合が多い。安藤

（２００３）も、いろいろな刺激が快・不快の情緒につながり、種々の連想が食事とからんで食欲や

好みに影響してくることがある、楽しい食事体験としての蓄積が大切である、と述べている。食

事中の会話などで、食べるように教育したり、嫌いなものを把握し食事には出さないようにした

り、快の情緒を家族で共有したりしていると考えられる。

さらに、好き嫌いと共食状況、好き嫌いと食事中の会話の頻度、好き嫌いと食事の雰囲気（朝、

夜）で x２検定を行ったところ、人数の偏りに有意差はなかった（共食状況（平日朝） x２（６）＝

２．２９、会話の頻度 x２（４）＝１．４４、雰囲気（朝） x２（４）＝３．７６、雰囲気（夜） x２（４）＝５．０３）。

よって好き嫌いの差には、共食状況や食事中の会話、食事の雰囲気とは別の要因が考えられる。

図１ 友人関係と性別の割合

図２ 友人関係と好き嫌いの割合
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３．友人関係と平日朝の共食状況

図３は、友人関係と平日

朝の共食状況の割合を集計

したものである。

これらから、全員そろう

割合は「防衛」が少なく、

「友人思い」が多いことが

わかる。また、一人で食べ

る割合は「気づかい」が多

く、「友人思い」が少ない

ことがわかる。この結果を

踏まえ、x２検定を行なっ

た結果、人数の偏りは有意であった（x２（６）＝１３．９ p＜．０５）。

室田（２００７）は、家族で囲む食卓はまさに最小の中核的な人間関係の場である、この最小の人

間関係の場で、よくも悪しくも人はそれぞれの対人関係の技術や感情の収め方、判断の基準、価

値観を整え、強化させていく、と述べている。家族そろって食事をすることにより、家族とのコ

ミュニケーションがとれ、人間関係を円滑に進めることができると考えられる。反対に、一人で

食べることが、家族とのコミュニケーション不足につながり、友人との関係もうまく結べなくな

るのではないかと考えられる。

４．友人関係と朝食の雰囲気

図４は、友人関係と朝

食の雰囲気の割合を集計

したものである。

これらから、「防衛」

が少なく、「気づかい」

「友人思い」の順に朝食

が楽しいと答えている割

合が多くなっていき、楽

しくないと答えている割

合が少なくなっている。

図３ 友人関係と平日朝の共食状況の割合

図４ 友人関係と朝食の雰囲気との割合
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この結果を踏まえ、x２検定を行なった結果、人数の偏りは有意であった（x２（４）＝１１．２ p＜．０５）。

この結果と、前述の「３．友人関係と平日朝の共食状況」から、朝食の雰囲気には、共食状況

が関係していると思われる。よって、朝食の雰囲気と平日朝の共食状況、朝の会話頻度をそれぞ

れ検討した。

①朝食の雰囲気と平日朝の共食状況、食事中の会話の程度

図５は、朝食の雰囲気と平日朝の共食状況の割合を、図６は、朝食の雰囲気と食事中の会話の

程度の割合を集計したものである。

これらから、朝食が楽しいと答えている子どもほど共食の割合が高くなっている。楽しくない

図５ 朝食の雰囲気と平日朝の共食状況の割合

図６ 朝食の雰囲気と食事中の会話の程度の割合
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と答えている子どもの中で、全員そろうと答えた子どもは一人もいなかった。この結果を踏まえ、

x２検定を行なった結果、人数の偏りは有意であった（x２（６）＝４１．５ p＜．０１）。

以上より、食事の際、家族がそろっている方が、会話をし、食事は楽しいと感じることがわか

った。また、楽しいと思っているほど、友人関係は気をつかわず、表面的でないとわかった。足

立（２０００）によると、「朝食を誰と食べている時が一番楽しいか」という質問に対し、半数以上

の子どもが「家族全員」と答えている。これは、食事が楽しいと思っている背景に、家族と一緒

にご飯を食べ、コミュニケーションをとっているからではないかと思われる。

５．友人関係と昼食の雰囲気

図７は、友人関係と昼

食の雰囲気の割合を集計

したものである。

これらから、「気づかい」

が楽しいと答えている割

合が少ないことがわかる。

この結果を踏まえ、x２

検定を行なった結果、人

数の偏りは有意であった

（x２（４）＝１５．２ p＜．０１）。

多くの子どもが給食を

イメージしたと思われる。そのため、「気づかい」が、友人との関係に気をつかっているため、

楽しくないと答えたと考えられる。また、この結果から、前述の「４．友人関係と朝食の雰囲気」

から、人（友人）に気をつかっている子どもは、食事のときに楽しくないと答えている子どもが

多いことがわかった。

６．まとめ

以上から、子どもの友人関係には、食事の状況が関連していることがわかった。特に、共食状

況が子どもに影響を与えていると考えられる。また、「防衛」のグループの子どもが、検討した

すべての食事状況について好ましくないことがわかった。島本（２００３）は、食べるという基本的

生命活動が子どもの人格形成に大きな影響力を持っているということを考えれば、家族が食卓を

図７ 友人関係と昼食の雰囲気との割合
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囲む文化をもっと大切にしていく必要がある、と述べている。しかし、働く女性も増え（総務省）、

さまざまな家庭環境もある中で、食事を作る人にばかり負担がかかってしまうことは問題である。

大野（２００７）は、子どもの体を思わない、子どもの将来を思わない親などいない、だからこそ、

「よい・悪い」だけで子どもの食事を語ってはいけない、と述べている。子どもと大人がそろい、

会話を楽しむ中で、子どもが自然とさまざまなことを学んでいく。食事がすべてではないが、子

どもが楽しいと思える食事が、子どもを育て、よい友人関係をつくるきっかけとなるのではない

かと思われる。

本研究では、食について、食事の状況のみにしぼって検討した。今後は、食事内容、量などの

細かい実態把握も必要なのではないかと思われる。また、学校での食事と家庭での食事を厳密に

分けて調査する必要があると考えられ、今後の課題としたい。

Ⅴ．要旨

本研究では、児童・生徒の食生活、特に食事状況における児童・生徒の友人関係のあり方に及

ぼす影響について検討した。家庭と学校での食事の状況については以下の観点で検討した。

（１）食物の好き嫌いの程度（２）共食状況（３）食卓の雰囲気（４）食事中の会話の程度

調査は、Ｆ県内の小学校高学年の児童９６名、中学校の生徒１９８名、計２９４名を対象にアンケート

調査を行った。得られた結果についてクラスタ分析を行い、３つのクラスタに分類した。その後、

３つのグループが、どのような特徴を持つかを調べるため、因子分析を行なった。分析の結果、

第１グループは「友人思い」、第２グループは「気づかい」、第３グループは「防衛」の因子をも

つグループとした。

児童・生徒の食生活と児童・生徒の人間関係のあり方について検討したところ、子どもの友人

関係には、食事の状況が関連していることがわかった。特に、共食状況が子どもに影響を与えて

いると考えられる。また、「防衛」のグループの子どもが、検討したすべての食事状況について

好ましくないことがわかった。

Ⅵ．謝辞

アンケートに答えてくださった小学生、中学生の皆さんのご協力のおかげで本研究を完遂する

ことが出来ました。また、中学校訪問にあたり、ご協力してくださった中学校の先生方、大変感

謝しております。
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